
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
愛
煙
家 

国
に
つ
く
し
て 

席
追
わ
れ
）
（
「
ご
飯
い
る
？
」 

「
い
る
」
の
返
事
で 

妻
不
機
嫌) 

（
知
っ
て
い
る 

部
長
の
香
水 
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
）
（
メ
ー
ル
打
つ 

早
さ
で
仕
事
が 

な
ぜ
出
来
ぬ
） 

を
い
た
だ
い
た
。 

山
田
氏
か
ら
は
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
と
は
「
栄
養
補

助
食
品
」
で
あ
り
、
基
本

は
日
常
の
食
事
が
大
事
で

あ
る
こ
と
。
薬
を
服
用
し

て
い
る
方
は
医
師
の
指
示

に
よ
り
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を

使
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

瀬
下
氏
か
ら
は
、

10

年
目
を
迎
え
た
介
護
保
険

制
度
は

定
着
し

て
き
て

お
り
、

長
岡
市

は
同
規

模
の
市

な
ど
と

比
較
し

て
充
実

し
て
い

る
。
今

後
は
、

地
域
に

密
着
し

た
、
小

規
模
多

機
能
型

施
設
等

を
中
心

(1)第662号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協   毎月3回(1日･11日･21日発行)2009年12月11日 

 

 

下
田
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
連
合
中
越
横
澤
副
議

長
の
共
催
あ
い
さ
つ
に
引

き
続
い
て
、
①
健
康
食
品

（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）
は
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
か
？
、
に
つ

い
て
栄
養
士
会
長
岡
支
部

の
管
理
栄
養
士
山
田
チ
ヨ

氏
か
ら
、
②
介
護
保
険
制

度
の
し
く
み
等
に
つ
い

て
、
長
岡
市
介
護
保
険
課

長
の
瀬
下
薫
氏
か
ら
、

各
々
１
時
間
ほ
ど
の
講
演

発
な
意
見
・
情
報
交
換
が

な
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
潟

市
と
下
越
地
区
へ
の
展
開

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。 

 

雇
用
を
キ
ー
と
し
て
全

国

77

箇

所

の

ハ

ロ

ー

ワ
ー
ク
で
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
・
サ
ー
ビ
ス
が

11

月

30
日
に
試
行
さ
れ
２
４

０
０
人
弱
の
相
談
者
が

あ
っ
た
と
い
う
。
行
政
サ

イ
ド
の
相
談
機
能
充
実
が

動
き
つ
つ
あ
る
。 

 

地
域
で
の
拠
り
所
と
し

て
、
頼
り
に
な
る
存
在
と

し
て
、
更
に
充
実
し
た
取

り
組
み
の
展
開
を
参
加
者

全
員
で
認
識
し
あ
っ
た
。 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 

ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流

行
語
大
賞
が
、

12
月
１

日
発
表
さ
れ
た
。
ト
ッ
プ

は
『
政
権
交
代
』(

鳩
山

由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣)

だ
と
か
●
続
い
て
『
こ
ど

も
店
長
』
『
事
業
仕
分

け
』
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
』･

･
･

『
脱
官
僚
』

『
派
遣
切
り
』
等
と
続
く

●
過
去
の
政
治
・
社
会
関

係
を
独
断
勝
手
に
拾
う
と

『
名
ば
か
り
管
理
職
』

『
埋

蔵

金
』(

08

年)

『
消
え
た
年
金
』
『
食
品

偽
装
』
『
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

難
民
』(

07

年)

『
格
差

社
会
』(

06

年)

『
小
泉

劇
場
』
『
刺
客
』
『
富
裕

層
』(

05

年)

『
自
己
責

任
』(

04

年)

『
毒
ま
ん

じ
ゅ
う
』
『
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
』
『
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』
『
年

収

３

０

０

万
』(

03

年)･
･･

と
、
そ
の
年
々
が

見
え
て
く
る
が
、
今
年
は

多
い
●
話
を
戻
し
て
、
連

合
の
政
治
方
針
で
あ
る

「
政
権
交
代
の
あ
る
政
治

の
実
現
」
「
わ
れ
わ
れ
の

求
め
る
政
権
の
樹
立
」
は

な
っ
た
●
事
業
仕
分
け
、

米
軍
基
地
問
題
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
等
々
上
げ
た

ら
限
が
な
い
程
、
様
々
な

現
実
課
題
と
厳
し
い
環
境

が
政
権
を
取
り
巻
く
●
国

民
へ
の
説
明
を
怠
る
こ
と

な
く
、
将
来
展
望
を
示
し

な
が
ら
、
国
民
目
線
の
政

治
の
実
現
と
政
権
の
定

着
・
発
展
を
期
待
し
た
い

●
政
権
交
代
86
日
目 

 

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
取
り
組
み
報
告

が
な
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
提
起
を

受
け
、
各
地
域
の
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

展
開
状
況
に
つ
い
て
、
地

域
へ
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布

の
際
に
行
政
と
連
携
し
て

い
る
事
例
や
大
ポ
ス
タ
ー

の
作
成
・
掲
出
事
例
。
地

域
の
応
援
団
を
組
織
し
、

休
耕
田
へ
の
蕎
麦
撒
き
や

収
穫
後
の
蕎
麦
打
ち
、
割

り
箸
炭
作
り
を
取
り
組
む

「
み
つ
け
元
気
会
」
の
事

例
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
活

央
労
福
協
２
０
２
０
年
ビ

ジ
ョ
ン
に
あ
る
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
と
し
て
、

全
て
の
働
く
人
の
拠
り
所

と
し
て
、
頼
り
に
な
る
存

在
へ
向
け
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域

住
民
に
近
い
と
こ
ろ
で
の

問
題
解
決
や
生
涯
に
わ
た

る
勤
労
者
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
の
構
築
。
生
活
圏
に

持
続
可
能
な
社
会
を
ど
う

創
る
か
」
等
、
今
後
の
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
方
向
性
と
運
動
の
視
点

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な

さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
、
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
創
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

主
催
）
を
受
講
し
た
丸
山

斉
氏
（
連
合
新
潟
組
織
担

当
ス
タ
ッ
フ
）
か
ら
の
問

題
提
起
。
な
が
お
か
ラ
イ

に
努
力
し
て
い
く
旨
の
話

し
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

こ
の
日
は
会
場
の
都
合

も
あ
り
、
各
組
合
の
退
職

者
の
皆
さ
ん
か
ら

62
名

の
参
加
が
あ
り
、
質
問
な

ど
を
含
め
熱
心
に
最
後
ま

で
講
演
を
傾
聴
い
た
だ
い

た
。(

山
下
中
越
地
域
高

齢
協
事
務
局
長) 

 

新
潟
県
労
福
協
主
催
の

第
１
回
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
会
が
、

12
月

８
日
～
９
日(

火
・
水)

に

か
け
て
開
催
さ
れ
た
。 

 
最
初
に
江
花
理
事
長
か

ら
「
中
央
労
福
協
結
成

60
年
を
向
か
え
た
。
中
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連合中越地域協議会 

長岡市東蔵王2-2-68 

TEL 0258-24-0515 

FAX 0258-24-8930 

発行人 矢島 良彦 

定 価 １部１０円 

見
な
く
っ
ち
ゃ 

聞
か
な
く
っ
ち
ゃ 

言
わ
な
く
っ
ち
ゃ 

(社)新潟県地域総合研究所主催公開セミナー 

深刻化する雇用情勢と労働組合の役割 
 (社)新潟県地域総合研究所主催の公開セミ

ナーが、12月1日(火)18時から新潟市で開催され

た。連合総研瀧井氏から「深刻化する雇用情勢

と労働組合

の 役 割」に

つ い て 講

演。最 近 の

経 済 動 向

は、統 計 調

査に基づくと、完全失業者が09年1～3月以降

パート・アルバイト、4～6月以降正規の従業員

の増加が顕著化。仕事につけない理由では、条

件にこだわらないが仕事がないが増加と指摘。

雇用危機は、景気が回復すれば雇用も良くなる

というような状況にない事。世界の資金が米国

に集まる資金循環の歪にも課題がある事。セー

フティーネット強化、雇用送出へ政策が正念場

にある事。労働組合は、メンバーシップの労働

組合運動から社会運動への新たな役割がある事

等の講演がなされた。 

第１４回中越高齢協セミナー開催 
 

中越地域高齢協会員６２名が参加し 

健康食品（サプリメント）と介護保険関係の講演を受講 
 

中
越
地
域
高
齢
協
は
11
月
30
日(

月)

13
時
30
分

か
ら
、
従
来
の
厚
生
会
館
が
使
え
な
く
な
り
、
新
た

に
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
に
て
「
第
14
回
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
た
。
今
年
は
健
康
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）

や
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
講
演
を
実
施
し
た
。 

第1回連合中越SJネット委員会 
 

 日時 12月16日(水)18:30～ 

 会場 勤労会館 2Fﾌﾘｰﾙｰﾑ 
 議題 年間活動計画等 
※詳細､連中発10.11第5号参照 

連合新潟第1回労働条件委員会 

日時 12月18日(金)13:30～ 

会場 労福協会館 

連合新潟第2回執行委員会 

日時 12月22日(火)14:00～ 

会場 労福協会館 

 

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

第
１
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
開
催 



(2)第662号（第三種郵便物認可）          れんごう中越地協   毎月3回(1日.11日.21日発行）2009年12月11日 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
リ
ス
・
ト
ラ
で 

キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
が 

社
に
残
り
）
（
電
飾
の 

代
金
気
に
な
る 

貧
乏
性
）
（
肩
た
た
く 

そ
の
肩
を
も
む 

奴
が
生
き
）
（
騒
音
は 

昔
は
バ
イ
ク 

今
携
帯) 
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連合南魚沼支部だより 

 

連合十日町支部だより 

 10 月 28 日（水）

18：30よりサンク

ロス十日町におき

まして、毎年恒例

の「食糧問題学習

会」を開催いたし

ました。 

 今回は例年と一

味変わった内容で、演題は【過疎村からクニ（新し

い村落集合体）へ・そして都市にとってこそ不可欠

なものへ－上越市桑取谷の試み「有縁の米プロジェ

クト」開始に至る背景とその意味―】と題し、NPO法

人かみえちご山里ファン倶楽部専務理事の関原 剛氏

から、上越市桑取谷でのNPOの取組を学びました。 

当該NPOの事業で注目すべきは、自分たちの賄いに

必要な米以外の米は、都会等の住民に地域コミュニ

ティの維持費を加算して１俵55,000円もの値段で販

売し、約1,000人の特約者がいるということです。地

域資源を生かして高付加価値製品を生み出してお

り、今後の農山村の取組としておおいに参考になる

ものでした。 

 ボランティア活動を行いました！ 

 １１月１４日（土）、南魚沼市内の銭淵公園の

堀の清掃活動を行いました。 

 天候が心配されましたが、作業開始と同時に晴

天に。 

 排水ポンプの故障もあり作業は難航しました

が、２５名の参加者の協力で終了予定時刻には堀

の中はピカピカに！ 

 終了後は和気藹々と慰労会。充実した一日とな

りました。今後も継続してきたい活動です。 

食糧問題学習会を開催 




